






















































































































部長1名 、副部長1名 、専任教官3名 、病棟婦長1名 、
外来婦長1名 、副婦長2名 、看護婦32名 、看護助手1
名、薬剤師1名 、臨床工学技師3名 、技術員2名 、レン




















変則2交 代制 を採 ってい る。勤 務時間 は 日勤8:30～
17:00、 夜勤15:30～9:00で あ る。
平 日の 日勤は婦長 を含め25～26名 、休 日祝 日は2名 、
夜勤は平 日3名 休 日祝 日は2名 で対応 して いる。月間勤




































い時10件 以上の時もある)を 夜勤者と居残 り、および
日勤者で残ってもらえる人で采配する。19時 以降は主に
夜勤者で手術の介助、器械の洗浄、セット組、手術室準
備、緊急手術等を行う。朝8時15分 入室の患者2名 は
夜勤者が受ける。
5.お わ りに
移転後新病院においてクリーンホールシステムを導入
し、器械 ・材料の動線を変えたことによりクリーンホー
ル勤務という今まで未経験の新しい業務が増えた。この
システムの採用により間接介助看護婦は、以前より患者
の介助に専念する事ができるようになった反面、クリー
ンホール看護婦は器械展開の介助のみならず、直接介助
看護婦の指導も必要となりその責任と負担は大きい。手
術用滅菌赫料がクリーンホールで一括管理されるように
なり、在庫数や滅菌有効期限のチェックが容易に行える
ようになった。 しかしながら、コンテナシステムの導入
により器械がクリーンホールに滅菌保存されるため、新
人にとっての自己学習の機会を設けることが困難になっ
ている。また、本年度より物流管理システムを稼働させ
たものの高額な特定治療材料を多品目少量在庫する手術
部の特性 を反映したシステムに成熟させるにはもう少し
時間が必要である。
当手術部における年間手術件数は約5700件(平 成9
年度)で あ り、全国の国公立大学附属病院のなかでは最
も多い。 しかし、依然として手術部利用者からは手術件
数増加への期待が大きいなか、近年の手術技術の高度化、
内視鏡手術の増加、デイサージャリーや移植医療へ向け
ての体制作 りなど、先進医療の担い手としての責任を果
たすべく、看護婦の勤務体制、業務効率のさらなる検討
が必要となっている。
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